
研究の栞                                                        2007-08 

漁港・漁村の観光機能に関する基礎的研究 
 

水産土木工学部 
 

研究の背景・目的 
１．漁村地域には豊かな文化と自然が存在しているが、活力低下が顕著である。 
２．漁港・漁村の有する多面的な機能への関心が高まっている。 

 

研究成果 
１．歩行コースの設定に端を発する、漁村の段階的な観光機能育成モデルを構築した。 
２．一漁村に歩行コースを仮定し，評価者が抱いた印象をデータ化し主成分分析した。 

 

波及効果 
漁港・漁村の魅力を生かし、水産業と観光の融合による地域活性化が期待される。 
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      歩行コースの仮定               コース途中での印象の変化と行動欲求 

                        ※データ取得に日本大学近藤健雄研究室の協力を得ました。 
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